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令和６年度実施計画に係る主な取組の進捗状況について

１．宮津線100周年イベントの実施

・ぐるっと探検宮舞線（宮津市）

・ブルーインパルス展示飛行（宮津市）

・舞鶴市公共交通フェスティバルのり乗りフェスタ（舞鶴市）

・イベントや利用促進の実施（WILLER TRAINS）

２．幼児・小学生向け利用促進

・きょうとエコサマー（京都府）

・たんてつこども新聞の発行（京都丹後鉄道利用促進協議会）

３．オーバーツーリズム未然防止対策

・交通分散の取組（海の京都ＤＭＯ）

・天橋立駅における手荷物移送・一時預かり実証事業（海の京都ＤＭＯ）

４．駅の待合環境、駅施設の改善

・宮津駅周辺にぎわいづくり事業（宮津市）

・与謝野駅周辺まちづくり計画（与謝野町）

５．駅周辺への都市機能の再配置

・西口駅前広場整備（舞鶴市）

※京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画に係る令和６年度実施計画に位置付けられた施策のうち、

現時点で実施済み又は進行中の事業の一部

議題第３号
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快適性・利便性の向上快適性・利便性の向上 まちづくり・観光戦略との連携まちづくり・観光戦略との連携 多様な主体との連携多様な主体との連携

重
点
取
組

地域交通総合対策
・輸送資源の総動員
・地域モビリティの高度化推進
・自動運転の実装支援

ダイヤの工夫
・需要に応じたダイヤの設定

駅の待合環境、駅施設の改善
・宮津駅賑わいづくり事業の完成
・与謝野駅賑わいづくり計画の検討

駅周辺への都市機能の再配置
・福知山駅：駅正面エリアの再開発
・西舞鶴駅：西口駅前広場整備、中央図書館整備
・豊岡駅：新文化会館整備、大学と連携した取組の検討

JR観光列車「はなあかり」の運行イベント
・停車駅での地元おもてなし
・車内や停車駅での物販
・沿線紹介動画の作成と車内放映など

「京都サンガ」と連携した利用促進
・企画乗車券と観戦チケットのセット販売
・記念グッズの配付など

外国人向けプロモーション強化
・海外における沿線地域のプロモーション
強化

クルーズ船乗客向けの案内・対応強化
・みなとオアシスを活かした賑わい創出
・観光案内機能の強化

高齢者向け利用促進
・各自治体支援制度の継続・拡充検討
・モビリティマネジメントの継続・拡充検討

中学生向け利用促進
・交通教室の開催
・丹鉄団体乗車券学生割引のPR

事業所・自治体向け利用促進
・行政職員の公共交通利用の推進
・ダイヤに合わせた会議時間の設定
・ダイヤに合わせた時差出勤の呼びかけ

宮津線100周年イベントの実施
・ラッピング列車や企画列車の運行
・記念グッズ・乗車券・御朱印の販売
・各駅でのイベント開催

地域公共交通計画に係る令和６年度実施計画

連
携
推
進
取
組

市町民向け利用促進
・月1回丹鉄利用運動の展開

各
主
体
推
進
事
業

高校生向け利用促進
・丹鉄団体乗車券学生割引のPR

幼児・小学生向け利用促進
・交通教室の開催
・たんてつこども新聞などMMの継続・拡充

・キッズトレインの運行

駅のバリアフリー化・ユニバーサル化の検討
・現状及び改善点の確認及び整備検討

都市マス・立適の着実な推進
・都市計画マスタープラン
（福知山市、舞鶴市、宮津市、京丹後市、豊岡市）

・立地適正化計画
（福知山市、舞鶴市）

パーク＆ライドの促進

新駅設置の検討
・利用状況及びニーズの調査

地域モビリティサービスの継続・拡充
・各自治体で運行しているモビリティサービスの
拡充・検討

地域公共交通のGTFS化の推進
・各自治体でGTFS化を進める

e-bikeやシェアサイクル等の活用
・e-bikeやシェアサイクルの新たな設置、予
約システムの検討

JR西日本と連携した取組
・ICOCAなど交通系ICカードの導入を検討
・e5489などオンライン予約の導入検討

利便性向上に向けたマーケティングの実施
・地域来訪者のデータの収集・活用検討 観光地の魅力向上

・観光地の景観統一の推進
・世界的認証の取得推進

オーバーツーリズム未然防止対策
・観光客の分散
・手荷物預かりサービスの実施

Ｒ
７
以
降
の
準
備
（

構
想
段
階
事
業
含
む
）

JR西日本と連携した広域的な観光客の開拓
※取組内容未定 高齢者を対象とした定期券の発行

・地域公共交通一体で利用できる定期券の発行

「はなあかり」の継続運行協議
・運行成果を踏まえた継続協議

中学生向け利用促進
・夏休み優待パスの販売

高校生向け利用促進
・入学説明会・オープンスクール等でのモ
ビリティマネジメント

地域公共交通再構築調査事業の活用
・増便の実証実験
・サイクルトレインの拡充

JR西日本と連携した企画旅行
・天橋立を目的とした企画旅行など

関係人口拡大の取組
・丹鉄ファンクラブの創設
・クラウドファウンディングの実施

ポータルサイト、アプリの作成
・沿線地域の公共交通情報を網羅したポー
タルサイト、アプリの作成 外国人向けプロモーション強化

・JR西と連携したJRWレールパスの共同企画

クルーズ船乗客向け取組
・企画乗車券の販売
・団体臨時列車の運行
・丹後エリア周遊コースの造成

幼児・小学生向け利用促進
・キッズトレインの運行
・手作り切符による子ども料金の無料化
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宮津駅ターミナルセンター改修工事

・4月から工事を開始し、9月末頃完成に向け

て進行中

・完成後のリニューアル記念イベントの開催を

検討中

京都丹後鉄道利用促進協議会の取組

・6/5総会開催

・たんてつこども新聞（2024年夏号）の発行

7/21ブルーインパルス展示飛行

・京都丹後鉄道においても混雑が予想されるこ

とから、分散利用のお願いや宮津駅・天橋立駅

での方面別整列乗車を実施

4/14「ぐるっと探検宮舞線」

・宮津駅・クロスワークセンターMIYAZUで開催

・イベントには約500人、うち鉄道写真家の中

井精也氏の講演会には約150人が来場

議題第３号

宮津市説明資料
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宮津駅周辺にぎわいづくり事業
完成予定：令和６年９月末頃
完成後は記念イベントを検討中

コンセプト
「子育て世代や若者に利用してもらえるような
活気のある、宮津市の玄関口としてふさわしい
エリアづくり」

・開放感のある明るい待合スペースへの改修
・授乳室の設置→若者や子育て世代が利用しやすく
待ち時間が苦にならないような駅舎にする

授乳室

※画像は完成イメージです3
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西舞鶴駅西口駅前広場整備
完成イメージ図

↓実施計画抜粋

議題第３号
舞鶴市説明資料
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R6舞鶴市公共交通フェスティバル「のり乗りフェスタ」

実績報告

１．概要

コロナ禍や物価高騰により影響を受ける公共交通を盛り上げるとともに、市民が公共交通

に関心を持つきっかけとして、モビリティ・マネジメントイベント「舞鶴市公共交通フェスティバ

ル『のり乗りフェスタ』」を開催し、公共交通の利用促進を図る。

２．実施内容

【開催日時】令和6年5月25日（土）10：00～16：00

【開催場所】西駅交流センター３階ホール（舞鶴市字伊佐津213-8）

【実施内容】

◆交通事業者によるブース展示、物販等
（ＪＲ西日本、京都丹後鉄道、京都交通、新日本海フェリー）

◆ JR小浜線に関する資料展示、物販等（NPO法人駅舎とともにいつまでも）
◆Ｎゲージ運転体験（北近畿鉄道ビジネス）
◆丹鉄利用来場者ノベルティ引換（京都丹後鉄道利用促進協議会）引換数：１２０件
◆ステージイベント
・舞鶴ママズアンサンブルの演奏（11：15～11：45）

・舞鶴防衛戦隊チャッタマンショー（１３：３０～１４：００）

・子ども限定じゃんけん大会（１４：００～15：00）

※上記以外の時間帯においては、各社PR動画やモビリティマネジメント動画を映写

３．事業費２５０，０００円

４．広報

・広報まいづるへの掲載（令和6年5月号）

・FMまいづるでの放送

・チラシ作成

⇒市内各小学校・各保育所等を通じ全児童・園児へのチラシ配布、公共施設等への配架
・市ホームページ掲載、市メール・LINE配信サービスの活用、市SNSでの周知

５．実施結果

【来場者数】延べ1,367人

（過去参考R5：延べ1,127人、R4:延べ1,032人）
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与謝野駅周辺まちづくり計画の策定について

令和６年８月

与謝野町

１．計画策定の趣旨

与謝野駅は、丹後山田駅として大正１４年７月３１日に開通式が行われ

てから、令和７年で１００周年を迎える。

長年にわたり与謝野町の玄関口として、通勤・通学・観光・帰省などの鉄

道利用者だけでなく、路線バスやレンタサイクルなど交通結節点の一つとし

ても多くの方々に利用されているが、人口減少や交通手段の変化等により、

利用者数は減少傾向にある。

一方、駅周辺では、近年、桜の植樹や、駅前広場の整備、ブルワリーの開

業など、民間活力による賑わい創出の動きがあるとともに、令和５年５月か

ら、上山田区、下山田区、地域事業者等で構成された、地域団体（与謝野駅

１００周年委員会）が発足し、地域活性化の取組も行われている。

このような流れを受け、与謝野町と地域団体による駅周辺における活性化

のための対話を重ね、駅１００周年を一つの契機として、これからの駅周辺

における活性化のための計画を、地域・事業者・行政が共有するため、「与

謝野駅周辺まちづくり計画」を策定する。

２．計画の概要

（１）駅周辺まちづくりの将来像

〇１００年後も鉄道とともにあるまち

（２）基本方針

①〇方針新たな賑わいと交流を創出
②〇方針地域の価値を高め、この活動を持続可能なものに
③〇方針 ちりめん街道等の地域資源との連携

（３）策定時期

〇令和６年８月中旬

３．その他

７月６日（土）に、与謝野駅開業１００周年プレイベントとして地域団

体主催による「ヨサノガーデンフェス２０２４」が開催された。

議題第３号

与謝野町説明資料
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報道関係各位

NEWS RELEASE

夕日ヶ浦―伊根観光バスの実証運行について

令和6年8月9日

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社＜海の京都DMO＞

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社（海の京都ＤＭＯ）では、観光庁のオーバーツーリズム未

然防止対策事業による支援を受け、 ―夕日ヶ浦伊根観光バスの実証運行を下記のとおり行いますので、

ご取材いただき、周知いただきますようお願いします。

なお、今回の実証運行は、丹後海陸交通株式会社に委託し、運行します。

１運行期間

夕日ヶ浦－伊根観光バス：令和６年８月２４日（土）～令和６年１２月１日（日）土日祝祭日

２運行時間

（１）伊根行き：夕日公園９：３０発伊根湾めぐり遊覧船日出駅１２：４５着

（２）夕日公園前行：伊根湾めぐり遊覧船日出駅１３：３０発夕日公園１６：４５着

※ このバスは、途中、立岩、経ヶ岬、道の駅舟屋の里伊根で停車し、２０分～３０分ほど観光
できるよう運行します。

３料 金※伊根湾めぐり遊覧船乗船付きのセット料金のみ
（１）伊根行き：大人３，０００円（小児１，５００円）

（２）夕日公園前行：大人３，０００円（小児１，５００円）

４発売日令和６年８月９日（金）

５購入方法海の京都ＤＭＯホームページ

６運行会社丹後海陸交通株式会社

電話：バス営業所０７７２－４２－０３２１

お問い合わせ先

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社

（通称：海の京都DMO）総合企画局亀谷

TEL：0772-68-5055／FAX：0772-68-5056

E-mail：info@uminokyoto.jp
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報道関係各位

NEWS RELEASE

京都駅―京丹後市直通高速バスの実証運行について

令和6年7月22日

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社＜海の京都DMO＞

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社（海の京都ＤＭＯ）では、観光庁のオーバーツーリズム未

然防止対策事業による支援を受け、京都駅―京丹後市直通高速バスの実証運行を下記のとおり行います

ので、ご取材いただき、周知いただきますようお願いします。

なお、今回の実証運行は、丹後海陸交通（株）に委託し、運行します。

１運行期間

京都－京丹後高速バス：令和６年８月２３日（金）～令和６年１２月１日（日）毎日

２運行時間

（１）京都駅行：夕日公園前９：４０、夕日ヶ浦木津温泉駅前９：４５、丹海峰山車庫１０：１２

京都駅前１２：３７

（２）夕日公園前行：京都駅前１３：５０

丹海峰山車庫１６：１５、夕日ヶ浦木津温泉駅前１６：４２、夕日公園前１６：４７

※ この高速バスは、天橋立・宮津は経由しません。

３運 賃

大人片道京都駅－夕日公園前４，０００円、丹海峰山車庫３，６００円

４運行会社丹後海陸交通株式会社

電話：バス営業所０７７２－４２－０３２１

お問い合わせ先

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社

（通称：海の京都DMO）総合企画局亀谷

TEL：0772-68-5055／FAX：0772-68-5056

E-mail：info@uminokyoto.jp
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報道関係各位

NEWS RELEASE

宮津・天橋立―伊根間遊覧船の実証運行を開始します

令和6年7月18日

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社＜海の京都DMO＞

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社（海の京都ＤＭＯ）では、観光庁のオーバーツーリズム未

―然防止対策事業による支援を受け、天橋立伊根間遊覧船による移動の実証運行を下記のとおり開始し

ますので、ご取材いただき、周知いただきますようお願いします。

なお、今回の実証運行は、丹後海陸交通（株）に委託し、令和６年７月２０日（土）～令和６年９月

２９日（日）土日祝祭日に、２往復／日運行します。

１運行期間令和６年７月２０日（土）～令和６年９月２９日（日）土日祝祭日

２運行時間

（１）伊根行 宮津 １０：０５、１４：３５

天橋立 １０：１５、１４：４５

伊根 １１：１５、１５：４５

日出 １１：２５、１５：５５

（２）宮津・天橋立行日出 １１：００、１５：３０

伊根 １１：１０、１５：４０

天橋立 １２：１０、１６：４０

宮津 １２：２０、１６：５０

※７月２１日（日）１４：３５宮津発伊根行は、天橋立には寄らず伊根に直行します。

３運 賃片道２，５００円（小児：１，２５０円）

４運行会社丹後海陸交通株式会社

電話：旅客船営業所０７７２－２２－２１６４

５その他

今回の実証運行は、令和６年１２月１日（日）までの期間を予定しており、１０月以降は、貸切バ

スによる代替運行を検討しております。

詳細については、運行開始までに改めて報道発表させていただきます。

お問い合わせ先

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社

（通称：海の京都DMO）総合企画局福井

TEL：0772-68-5055／FAX：0772-68-5056

E-mail：info@uminokyoto.jp
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報道関係各位

NEWS RELEASE

天橋立駅での宿泊施設他への手荷物移送及び一時預かり
サービス事業を開始します

令和6年7月18日

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社＜海の京都DMO＞

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社（海の京都ＤＭＯ）では、観光庁のオーバーツーリズム未

然防止対策事業による支援を受け、天橋立駅構内に受付場所を設置し、天橋立エリアの宿泊施設と伊根

町観光協会へスーツケースなどの移送事業及び一時預かりサービスの実証事業を下記のとおり開始しま

すので、ご取材いただき、周知いただきますようお願いします。

なお、今回の実証事業は、佐川急便（株）に委託し、令和６年７月２０日（土）～令和６年１２月１

日（日）の期間で実施します。

記

１実証期間令和６年７月２０日（土）～令和６年１０月２７日（日）土日祝祭日

令和６年１１月１日（金）～令和６年１２月１日（日）毎日

※７月２０日（土）、２１日（日）は、手荷物一時預かりサービスのみ実施します。

２営業時間９：３０～１８：００（１３：４５～１４：４５は閉鎖）

３代 金

（１）天橋立エリア宿泊施設への移送１，５００円／個

（２）伊根町観光協会への移送 ２，０００円／個

（３）天橋立駅での手荷物一時預かり１，５００円／個

４受付場所天橋立駅構内（京都銀行ＡＴＭ跡）

５配送時間等

（１）配送サービス：１２時までに受付たものを配送

①天橋立エリア宿泊施設：１４時までに
②伊根町観光協会：１５時までに※当日の道路状況により、遅れることがあります
（２）一時預かりサービス：９：３０～１８：００（１３：４５～１４：４５は閉鎖）

※１３：４５～１４：４５は受付、受取はできません。

６受付代行等佐川急便株式会社

峰山営業所電話：0570⁻ 01⁻ 0731 （時間8: 00～19: 00）
FAX：0772-69-5020 

お問い合わせ先

（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社

（通称：海の京都DMO）総合企画局福井

TEL：0772-68-5055／FAX：0772-68-5056

E-mail：info@uminokyoto.jp
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府政記者室、各広域振興局、教育記者クラブ 同時資料配付 

京都市政記者クラブ 関連資料同時配付
令和 6年 6月 18 日

夏は合言葉「エコサマー」でおトクにおでかけ！ 

～公共交通の運賃が保護者１人につき小学生２人まで無料！～ 

■ 京都府では、未来を担う子どもたちに公共交通を身近に感じてもらう機会を増や

し、環境負荷の少ない公共交通への利用転換を促すため、バスや京都丹後鉄道の

運賃が保護者１人につき小学生２人まで無料となる「きょうとエコサマー」を

７月２０日から８月２５日まで実施します。 

■ 対象交通機関が増え、ますます利用しやすくなりましたので、広く周知をお願い

します。 

１ 期  間  

令和６年７月 20 日（土）～令和６年８月 25 日（日） 

２ 実施内容 

  対象の路線バス及び京都丹後鉄道等（36 交通機関）について、保護者１人につき

同伴の小学生２人までの小児運賃が無料 

＊ぐるっとむこうバス、長岡京はっぴぃバスは、保護者の同伴なしでも小学生の運賃

が無料 

＊あやバスは、保護者の同伴なしでも中学生以下の運賃が無料 

３ 対象交通機関・対象路線 

別紙のとおり 

４ 利用方法 

  【路線バス等】 

運賃支払い時に、運転士に「エコサマー」と申告し、大人運賃のみ支払い 

  【京都丹後鉄道】 

   ①京都丹後鉄道ホームページから専用チケットをダウンロードし、印刷 

   ②乗車前後に改札口で「エコサマー」と申告して専用チケットを提示 

    ＊チケットは降車時に回収します。 

    ＊無人駅で乗降車される場合は、運転士にチケットを提示してください。 

○きょうとエコサマーの概要 

・平成１９年度～ 環境や公共交通について児童が家族と話し合うきっかけづくりを

目的として「バス・エコファミリー」を実施 

         （令和２、３年度は中止） 

・令和５年度   京都市の「eco サマー」と統合し、京都市営バス等を対象に追加

した「きょうとエコサマー」を開始 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 建設交通部交通政策課 課長 笹井    TEL 075-414-4356 

       課長補佐兼係長 五十嵐   TEL 075-414-4359 
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